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今回のイベントでは、埼玉ポーズ
の仕掛け人・鷺谷政明（さぎたに
まさあき）氏をお招きしました。鷺
谷さんには第1部の講演に続いて、
第2部では地域で活動をされてい
る皆さんの魅力を引き出して頂き
ました。

講演は【やわらかい頭と心の使い方】
というテーマで大いに盛り上がり、その
中で鷺谷さんが強調していたのは、話
し合いの場などでは『影響力のある人
ほど周囲が意見を言いやすいように、
あえて面白おかしい意見を話してみ
る』ということ。そうすることで、周囲の

人も固定観念にとらわれずに意見を
言いやすくなるそうです。
またイベント後半では、事前アンケ
ートをもとに、鷺谷さんが地域活動
を実践している皆さんにインタビュ
ー。楽しい会話のキャッチボールに、
会場は温かい笑顔に満ちていました。

縁じょい通信  第6号
ご縁の「縁」+ 楽しむという意味の英語「ENJOY」＝「縁じょい」 つながりながら楽しもうという取り組みです。

縁じょい交流会開催しました！　

　やわらかい頭と心のつくり方

緑じょい交流会は、ご担当者をはじめとして町や社協職員の皆さまがとても熱
く、柔軟！私も大きな刺激を頂きました。
宮代町は母親の出身地なので思い入れが強い場所です。そんな宮代町で、こ
のような素敵な取り組みが行われていること、そこに参加できたことをダブル
で感じることができた一日でした。
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鷺谷政明さん
からコメントが
届きました！

元気の秘訣は会話をし、大いに
笑う事。縁じょいライフ事業を
活用して元気になりましょう！

当日は、本当に多くの皆さん
に参加して頂きました。次回
のご参加もお待ちしています。
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今までにない活動PRを
模索中で、活動者の内
面に興味を持ってもら
うことに挑戦しました。

これからも楽しみながらつなが
れる企画にお付き合い願えれ
ばと思います。今回のイベントに
おきまして、登壇して頂いた皆さ
ん、本当にお疲れ様でした。

仲間づくりをしたい地域活動団体から2名
の方がステージに上がりました。
活動者の人柄にスポットをあてたところ、
「一緒に活動してみたい」という想いを会場
にお越しいただいた皆さんに伝えることが
できました。



予告
「縁じょい」フェスティバル2019開催
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開催！

認定ヘルパー養成講座を開催しました
　令和元年７月１日（月）、２日（火）、３日（水）の３日間で、
認定ヘルパー養成講座を開催しました。認定ヘルパーと
は、介護予防・日常生活支援総合事業における訪問型サ
ービスＡの家事援助（買物、調理、掃除、洗濯など）ができ
る知識、技術があることを町が認定した人をいいます。

　参加者に講座を受けた理由をお聞きすると、『日常生活上
の基本知識・技術を習得するため』という方もいらっしゃれ
ば、『資格を活用して地域に貢献したい』など、人それぞれ。
　どんな理由であっても、宮代町に、心強い知識・技術を習
得された方が増えたことになります。ぜひ、皆さんも来年度は
受講されてみませんか。きっと一生の財産になると思います。
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藤 原  和 博 （ ふ じ は ら  か ず ひ ろ ） 氏
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新年号になった令和は、まさに人生100年時代の幕開けです。折り返し後の人生も挑戦し続けるために
「新しい時間の使い方」にチャレンジしてみませんか。そこで、「坂の上の坂  55歳までにやっておき
たい55のこと」の著者である藤原和博さんに人生後半戦の生き方をご講義いただきます。

孤高の挑戦者が語る！

令和時代の新しい
時間の使い方

　　令和時代を生き抜くヒント
藤原和博さんからの応縁メッセージ

手話通訳有


